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図－１　位置図

当県道に大規模な道路陥没が発生し通行止めになる
とともに、隣接する国道477号でも法面崩壊が発生
した影響で湯の山地区からの交通が遮断されたこと
により、この地区が陸の孤島と化し、数日間孤立状
態に陥ることになった（写真－２、３）。これらの
ことから、緊急時においても地区住民や観光客及び
物資の移動ルートを確保するために、代替道路の必
要性が高まったものである（図－１）。

1．はじめに
三重県は海と山に囲まれ、自然に恵まれた地域で

あり、紅葉狩りが楽しめる鈴鹿山脈や、風光明媚な
リアス式海岸、日本の渚百選に選ばれた七里御浜海
岸など各地域に様々な美しさがある。また、時代と
ともに刻まれてきた歴史や、長年地域に息づく文化
が各所に色濃く残り、伊勢神宮や世界遺産・熊野古
道などの歴史・文化施設も点在している。
「湯の山かもしか大橋」は、魅力あふれる三重県

の北部、菰野町湯の山地区に位置し、近隣には開湯
1300年の温泉地「湯の山温泉」や、湯の山温泉街
と標高1212mの御在所岳を結ぶ「御在所ロープウエ
イ」があり、観光客で賑わう地域である（写真－１）。

2．事業の目的
湯の山かもしか大橋は湯の山温泉街と国道477号

を連絡する橋梁であり、事業の目的は以下の２点で
ある。
１）緊急時の代替道路機能を確保

当橋梁のある一般県道湯の山温泉線は、菰野町中
心地域と湯の山地区を結ぶ路線である。この地区で
はこれまで何度も豪雨災害に見舞われてきたが、中
でも平成20年９月に発生した豪雨災害においては、
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写真－１　御在所岳の風景

写真－２　県道湯の山温泉線で発生した道路陥没

写真－３　国道 477 号で発生した法面崩落
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２）円滑な交通確保

当県道は湯の山地区にとって主要な生活道路であ
るとともに、湯の山温泉街への観光道路でもある。
特に紅葉時期などには観光客の集中により大渋滞が
発生しており、円滑な交通確保の必要性が高まった
ものである。

3．事業概要
湯の山かもしか大橋は、平成21年度から25年度

までに測量・設計及び用地買収を完了し、同26年
度から30年度にかけて橋梁下部工、同上部工、取
付道路工を実施した。当橋梁の構造は３径間連続
PCラーメン箱桁橋であり、地面からの高さが最大
60m以上と、非常に高い位置への架橋となった。
事業概要及び橋梁諸元は以下のとおりである。
１）事業概要

事 業 箇 所：三重県三重郡菰野町
全 体 延 長：269m
計 画 幅 員：5.5（9.0）m
道 路 規 格：３種４級　２車線
事 業 期 間：平成21年度〜平成30年度
全体事業費 ：約39億円
２）橋梁諸元

構 造 形 式：３径間連続PCラーメン箱桁橋
橋　　　長：269.0m（桁長268.0m）
支　間　長：86.0m＋116.0m＋67.0m
荷　　　重：Ｂ活荷重

4．主な対策事項
１）関係機関との調整

当橋梁は鈴鹿国定公園特別地域内に位置すること
から自然公園法に関する協議が必要となり、ルート
選定時において、自然改変を最小限にすることが重
要な要件であった。そこで、図－３のようなフォト
モンタージュを作成し、完成イメージを分かりやす
くするよう工夫した。また、橋梁本体や高欄等の色
彩、法面緑化方法等についての事前協議にもイメー
ジ図を活用し、分かりやすい表現に努めた。

２）橋梁下部工の施工

施工箇所周辺には旅館、ホテル等の観光施設が多
数立地していることから、基礎工施工時の岩掘削に
おいて、当初は振動・騒音の大きな火薬発破での掘
削を避け、大型ブレーカ破砕を検討した。しかし、
掘削深さが約15mもあり施工に大きな遅れが生じ
ることから、最終的に火薬発破を採用することとし
た。このため、本発破に先立ち、まずは周囲への振
動・騒音の影響を事前把握するため、試験発破を実
施した。試験発破では本施工にて使用する火薬量の
半分程度を用い、発破に伴う振動や騒音を計測し、
その計測結果を基に、本施工時の振動・騒音値を予
測し、それぞれが法令基準値を超過しないことを確
認した。さらに本発破の際は、事前に発破計画を地
元に周知するとともに周辺の安全確保のため、半径
50m以内を立ち入り禁止とし、交通整理員を配置
した。その結果、苦情もなく施工することができた。

図－３　完成イメージ

図－２　橋梁一般図
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３）橋梁上部工の施工

本橋梁では片持ち張出し架設工法を採用したが、
この工法ではバランスの良い支間割の設定が重要と
なる。しかし、河川条件によりＰ１橋脚を理想的な
位置からずれて設置することになり、やむを得ず中
央径間に対し側径間の長い、バランスの悪い支間割
となった。そのため、桁断面が最も小さい中央閉合
部において、張出し架設に伴うケーブル定着部のウ
エブ設置位置と本体構造の鉄筋配置が干渉し、コン
クリート充填不足の懸念があった。このことから施
工時には、コンクリート骨材の通過幅を確保するた
めにウエブの構造を変更し、さらに通常よりも小さ
い径のバイブレーターを使用するなど、コンクリー
ト充填方法を工夫した（写真－４）。設計段階では
どうしても経済性の観点が優先され、本施工時に無
理のある構造となりがちである。しかし、本橋のよ
うに特別な条件を要する場合には、現地での施工方
法も考慮しながら設計を行うことが大切だと感じた。

４）現場施工のアピール

本事業は観光地の中で行われており、現場施工に
ついて、地元の理解を深めてもらうため、何度も現
場見学会を実施した。また、供用開始時には、車両
通行前に橋の上を歩行者天国として開放し、地元住
民や観光客に新しい橋の感触を大いに楽しんでも
らった（写真－５）。
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5．おわりに
湯の山かもしか大橋は、平成30年８月24日に供

用を開始した。供用後は各地から湯の山温泉街への
主要なアクセスルートとなっている。供用後、これ
までに災害等による県道の通行止めは発生していな
いが、従来の県道に加えて本橋梁があることで、地
区住民や観光客に大きな安心感を与えている。

また、湯の山温泉街までのアクセスが２ルートに
増えたことで交通が分散され渋滞が発生しにくく
なっており、本橋梁開通に合わせてリニューアルし
た御在所ロープウエイとの相乗効果で、観光客数増
加にも寄与している（前年度比４％増）。

今後も湯の山かもしか大橋が地域の安全・安心及
び地域の活性化を担う橋として利用され続けるため、
適切な維持管理に取り組んでいきたい。
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写真－４　打設状況

写真－５　橋からの眺望を楽しみながら歩く人々

写真－ 6　湯の山かもしか大橋（開通後）


